
地震発生の際は校庭に避難せず教室で待機して 
身の安全を守ります 

 

引き取り人への引き渡しも各教室で行います。（地震時） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらのことから、避難しないで教室で待機する地震想定訓練が不可欠 

 
 

学校では起きない

こととなっていた 

 

校庭集合できない・必要性が低い。 

 →教師内待機の訓練の必要性が高い。 

 

学校では起きる 

こととなっていた 

★過去の地震被害を調査してみると 

 

 

新基準・耐震化した

校舎の倒壊は０ 

起きていること 

起きていないこと（阪神・淡路大震災以

降） 

 

参考：慶應義塾大学 環境情報学部 大木聖子准教授「児童生徒理解・教職員チームビルディングとしての防災訓練」より 

  



 


